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はじめにお読みください
本製品の特長

本製品は、ヘッドホンアンプなどのオーディオ機器と有線接続して使用するヘッドホンで
す。

深く長く音楽に没入するために
オルソダイナミック™ドライバーを搭載した開放型ハイエンドヘッドホン
新規フィルターやイヤパッドの採用によってアーティストの情熱が伝わる高解像度で躍動
感に満ちた音を目指しました。
快適さと没入感を兼ね備え、時間を忘れてお気に入りの音楽に没頭できる──そんな音体
験をYH-4000で心ゆくまでお楽しみください。

音楽への深い没入を実現した音作り
( 独自開発のオルソダイナミック™ドライバーを搭載することにより、音楽の繊細さと量

感を余すことなく再現し、高い応答性ながらもしなやかな音調を実現します
( 音の密度感と開放感の両立を可能にする大容積ハウジングとフィルター設計
( 高密度感と高応答性、躍動感のある音を可能にするイヤパッドを採用

音楽と長くつながる装着感
( 筐体にマグネシウムを採用することにより、軽量化と高剛性を両立
( 3次元立体縫製と低反発ウレタンを用いたイヤパッドによる心地よい装着感
( 頭部にそって柔らかくフィットする立体縫製のヘッドパッドにより、頭頂部にかかる負

担を軽減
( 無段階に調整できるスライダーにより、フィット感の細かな調整が可能

デザイン
( 機能性と意匠性を兼ね備えた独創的な造形により、圧倒的な存在感と生命力を表現
( 上質な素材の風合いが感じられるナチュラルな仕上がりは、音楽との時間をより深くよ

り長く特別なものに変えてくれます

さらに詳しく
https://yamaha.io/yh-4000
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マニュアルについて
本製品をお使いになる方を対象として、3種類のマニュアル（セーフティーガイド、クイ
ックガイド、ユーザーガイド）をご用意しています。各マニュアルを必ずお読みいただ
き、製品同梱のマニュアルはいつでも見られるところに大切に保管してください。

マニュアルの種類

セーフティーガイド（同梱）
製品をお使いいただくときに必要な「安全上のご注意」について説明しています。ご使用
前に必ずお読みください。巻末に「保証とアフターサービス」「保証書」「お問い合わせ
窓口」を記載しています。

クイックガイド（同梱）
ご購入後、すぐにお使いいただくための操作をイラストで説明しています。

ユーザーガイド（本ガイド）
すべての機能について説明しています。本ガイドはウェブサイトのみでのご提供となりま
す。

( 本ガイドでは注意事項などを次のように分類しています。

( 注意
「傷害を負う可能性が想定される」内容です。

( ご注意
製品の故障、損傷や誤動作を防ぐため、また環境保護のため、お守りいただく内容で
す。

( お知らせ
使用時の注意点や機能の制約、知っておくと便利な補足情報です。

お知らせ
( 本ガイドは発行時点の最新仕様で説明をしています。
( 各ガイドの最新版（PDF）は次のウェブサイトでダウンロードできます。

https://download.yamaha.com/
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付属品の確認と各部の名称
本製品の付属品と各部の名称は次のとおりです。

ご注意
( 本製品には強力な磁石が使われています。磁気の影響を受けるものを本製品の近くに置かないよ

うにしてください。
( 時計、キャッシュカードなど：データを損傷または破壊する原因になります。
( クリップやネジなどの金属部品：本製品の損傷または故障の原因になります。

( 本製品に使われている振動板は衝撃に弱いため、本製品を落としたり、強い衝撃を与えたりしな
いでください。故障のおそれがあります。

n 付属品
付属品がすべてそろっていることを確認してください。

a b

dc

YH-4000

a ヘッドホンケーブル（3.5 mm 3極プラグ）2 m
（6.3 mm 変換プラグ付き）

b キャリングケース
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c クイックガイド

d セーフティーガイド

n 各部の名称

a

c

e

f

b

d

a ヘッドバンド

b ヘッドパッド

c スライダー

d 接続端子（L）、（R）

e ハウジング

f イヤパッド

関連リンク
「オプション品（別売）一覧」（20ページ）
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収納方法
本製品を使わないときや持ち運びの際は、付属のキャリングケースに収納できます。
末永く本製品をご愛用いただくために、お手入れをしてから収納することをおすすめしま
す。

プラグ部分の保護のため、
ポケット内部へ収納してください

L R

ご注意
( ケース内側の布地が浮き上がっている場合は、布を優しく上からおさえてからヘッドホンを正し

い位置に収納してください。ヘッドホンが正しい位置に収納されていない状態で、無理にファス
ナーを閉めると本製品や内容物の破損の原因になります。

( ファスナーの開閉時は、ケース内側の布地のはさみ込みにご注意ください。破損の原因になりま
す。
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接続
ヘッドホンとヘッドホンケーブルの接続

付属のヘッドホンケーブルをヘッドホンに接続します。

L
E
F
T

ヘッドホンとケーブルの L（左）と R（右）を確認して、接続端子の奥までしっかり差し
込みます。

ご注意
( ケーブルは必ずプラグ部分を持って抜き差ししてください。ケーブルを強く引っぱり過ぎると断

線するおそれがあります。
( プラグは端子の奥までしっかり差し込んでください。差し込みが不完全ですと、音が出なかった

り、途切れたりします。
( 接続端子の極性 L（左）、R（右）を間違えると不自然な音になります。
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オーディオ機器との接続
付属のヘッドホンケーブルをヘッドホンアンプなどオーディオ機器と接続します。

注意
( 接続する前に、必ず接続機器の音量（ボリューム）を下げてください。

( 聴覚障害、感電または機器の損傷の原因になることがあります。

RIGHTLEFT

RL

ヘッドホンアンプなど

ヘッドホン出力端子

ヘッドホンケーブル
（3.5 mm 3極プラグ、6.3 mm 変換プラグ付き）

入力プラグ

付属のヘッドホンケーブルを接続機器のヘッドホン出力端子に奥までしっかり差し込みま
す。
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6.3 mm 変換プラグの使い方
( Φ6.3 mmのヘッドホン出力端子に接続する場合

( 先端の変換プラグを取り付けたままお使いください。

( Φ3.5 mmのヘッドホン出力端子に接続する場合

( 先端の変換プラグを取り外してお使いください。

注意
誤飲防止のため、取り外した変換プラグはお子様の手の届かないところに保管してください。

お知らせ
( 付属のケーブル、変換プラグはヘッドホン専用です。
( ケーブルは必ず接続機器のヘッドホン出力端子へ接続してください。
( ケーブルは必ずプラグ部分を持って抜き差ししてください。ケーブルを強く引っぱり過ぎると断線

するおそれがあります。
( プラグは端子の奥までしっかり差し込んでください。差し込みが不完全ですと、音が出なかった

り、途切れたりします。
( 接続する際は、接続機器の取扱説明書もあわせて参照してください。
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装着
ヘッドホンの装着

L のマークが付いている方を左の耳に、R のマークが付いている方を右の耳に装着しま
す。

耳全体を覆うように装着してください。

スライダーで頭のサイズに合わせて装着位置を調整します。
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ご注意
( スライダーの可動部で指や髪の毛をはさまないよう、ご注意ください。
( スライダーの可動部を無理に引っぱらないでください。故障の原因になります。
( ハウジングのメッシュ部分は強い力で押したり、衝撃を与えたりしないようご注意ください。破

損の原因になります。
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お手入れ
ヘッドホンのお手入れ

本製品を長くお使いいただくためにも、定期的なお手入れをおすすめします。

日頃のお手入れ
( お手入れのときは、必ず本製品と接続機器からヘッドホンケーブルを抜いてください。

故障の原因になります。
( お手入れのときは、柔らかい布で乾拭きしてください。ベンジン、シンナー、洗剤、化

学ぞうきん、アルコール成分を含んだ消毒液などで製品の表面を拭かないでください。
変色・変質の原因になります。

( サビや変形を防止するために、製品は常に乾燥した状態に保ち、著しく低温または高温
の場所には置かないでください。

( ドライヤーや暖房などの熱風をあてないでください。
( 長時間直射日光にあてないでください。
( 本製品を使わないときは、付属のキャリングケースに収納して保管してください。

ヘッドバンド
( ヘッドバンドが汚れた場合は、柔らかい布で乾拭きしてください。
( ヘッドバンドは定期的に拭いてほこりを取り除いてください。

ヘッドパッド
( ヘッドパッドが汚れた場合は、柔らかい布で乾拭きしてください。アルコール成分を含

んだ消毒液などは使用しないでください。
( 整髪料は表面を傷めるため、ヘッドパッドに付いてしまった場合は丁寧に拭き取ってく

ださい。
( ヘッドパッドは定期的に拭いてほこりを取り除いてください。

ハウジング
( 柔らかい布で表面にキズがつかないよう、やさしく乾拭きしてください。
( メッシュ部分は乾いた布や綿棒などでクリーニングしてください。市販のブロワー、エ

アダスターなどは故障の原因になるので使用しないでください。
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イヤパッド
( お手入れのときは、柔らかい布で乾拭きしてください。皮革用クリームや溶剤（シンナ

ー、ベンジン等）、アルコール成分を含んだ消毒液などは使用しないでください。変
色・変質の原因になります。

( 整髪料はイヤパッドの表面を傷める原因になります。イヤパッドに付いてしまった場合
は丁寧に拭き取ってください。

( イヤパッドは、通常の使用や保存状態でも、経年変化で自然劣化する場合があります。
劣化時は早めにイヤパッドの交換をおすすめします。
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アクセサリーのお手入れ
付属品のお手入れについて説明します。

ケーブル プラグ部分
( 柔らかい布などで軽く拭いてください。

キャリングケース
( お手入れのときは、柔らかい布で乾拭きしてください。ベンジン、シンナー、洗剤、化

学ぞうきん、アルコール成分を含んだ消毒液などで製品の表面を拭かないでください。
変色・変質の原因になります。

( 通常の使用や保存状態でも、経年変化で自然劣化する場合があります。
( 保管の際は、ビニールなどで密閉しないでください。変形や変色、変質の原因になりま

す。
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困ったときは
ご確認ください

ご使用中に本製品が正常に動作しなくなった場合は、次のことを確認してください。

音が出ない
(ヘッドホンケーブルが正しく接続できていない。

ヘッドホンケーブルがヘッドホン側とオーディオ機器側の接続端子の奥まで正しく差
し込まれているか、確認してください。
( 「接続」（8ページ）

(音声再生機器側の電源が入っていない。
接続機器の電源を入れてください。

(音量が小さい。
接続機器の音量を上げてください。

(再生が停止されている。
再生を開始してください。

音がよくない、音に違和感がある
(左右（L/R）逆に装着している。

ヘッドホンの L（左）と R（右）を確認し、正しく装着してください。
( 「ヘッドホンの装着」（11ページ）

(ヘッドホンケーブルをヘッドホンの L（左）端子と R（右）端子それぞれ逆に接続して
いる。

ヘッドホンの L（左）端子と R（右）端子を確認し、正しく接続してください。
( 「接続」（8ページ）

(イヤパッドが正しく装着されていない。
イヤパッドをヘッドホンに正しく取り付けてください。
( 「イヤパッドの交換」（21ページ）

問題が解決しない場合は、次の窓口にお問い合わせください。
( 日本国内のお客様

お買い上げ店、または同梱の「セーフティーガイド」掲載の「お問い合わせ窓口」まで
お問い合わせください。

( 日本以外の地域のお客様
お近くのヤマハ正規ディーラーまたはサービスセンターまでお問い合わせください。
https://manual.yamaha.com/audio/address_list/
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アフターサービス

サービスのご依頼、お問い合わせについて
( 日本国内のお客様

お買い上げ店、または同梱の「セーフティーガイド」掲載の「修理ご相談センター」ま
でお問い合わせください。

( 日本以外の地域のお客様
お近くのヤマハ正規ディーラーまたはサービスセンターまでお問い合わせください。
https://manual.yamaha.com/audio/address_list/

お知らせ
( イヤパッドは消耗品です。音質を左右する重要な部品ですので、劣化や破損が発生した場合は早め

の交換をおすすめします。
( ヘッドホンのドライバーユニットが破損・故障した場合、左右の聴感上の差が発生するおそれがあ

るため、左右同時に交換することをおすすめします。
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資料
仕様

本製品の主な仕様は次のとおりです。

YH-4000ヘッドホン
( 型式

開放型／オーバーイヤー
( ドライバー

平面磁界型（オルソダイナミック™ドライバー）
( 再生周波数帯域

5 Hz ～ 70 kHz
( 感度

97 dB/mW（1 kHz時）
( インピーダンス

34 Ω（1 kHz時）
( 質量

約320 g（ヘッドホンケーブルを除く）
( イヤパッド

人工スエード／PUレザー

付属品
ヘッドホンケーブル（アンバランス接続）
( 長さ

約2 m
( プラグ形状

( 機器側
3.5 mmステレオプラグ（6.3 mm変換プラグ付き）

( ヘッドホン側
3.5 mm 2極プラグ

( 導体材料
銀コートOFC

( 質量
約72 g
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キャリングケース
( 外形寸法（幅× 高さ× 奥行き）

228 × 130 × 283 mm
( 質量

約600 g
* 商品の個体差などにより、表記サイズより誤差が生じる場合がございます。

* このユーザーガイドでは、発行時点の最新仕様で説明をしております。最新版のユーザーガイド
は、ヤマハウェブサイトをご覧ください。
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オプション品（別売）一覧
本製品に対応するオプション品として、以下の製品を別途ご購入いただけます。
( HEP-5000LS ヘッドホンイヤパッド（装着品と同一品）
( HEP-5000LE ヘッドホンイヤパッド（レザー）
( HEP-5000SU ヘッドホンイヤパッド（ウルトラスエード®）
( HUC-SC020 ヘッドホンアンバランスケーブル
( HBC-SC020 ヘッドホンバランスケーブル
( HXC-SC020 ヘッドホンXLRケーブル
( HXC-SC030 ヘッドホンXLRケーブル
( HST-5000 ヘッドホンスタンド
( CCS-5000 キャリングケース（付属品と同一品）
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イヤパッドの交換
イヤパッドの交換方法を説明します。

ご注意
( イヤパッドを交換するときは、ハウジングのメッシュ部分を強い力で押したり、衝撃を与えたり

しないようご注意ください。破損の原因になります。

ハウジング
メッシュ部分

次の手順でイヤパッドを交換します。

1 イヤパッド部分を持って左にまわしながら手前に引いてヘッドホンから外す。

L

11

2222

11

R
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2 交換するイヤパッドをハウジング内側のマーク部分に合わせる。
左側は「L」、右側は「R」の表示がハウジング内側にあります。イヤパッドの「L」 と
「R」それぞれの表示と合わせます。

L

R

3 イヤパッド部分を持って右にまわしながらヘッドホンへ取り付ける。

L

22

1111

22

R

お知らせ
取り付け後はイヤパッドを軽く引っ張って、簡単に外れないことを確認してください。確実にイヤパ
ッドがヘッドホンに付いていないと、音質が悪くなることがあります。
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商標
本ガイドに使用する商標は、次のとおりです。

( ORTHODYNAMIC™
「ORTHODYNAMIC」、「オルソダイナミック」 は、ヤマハ株式会社の登録商標です。

( 「Ultrasuede®」、 「ウルトラスエード®」は東レ株式会社の登録商標です。
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